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1.  平成21年7月期第3四半期の連結業績（平成20年8月1日～平成21年4月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年7月期第3四半期 5,351 ― △1,022 ― △940 ― △2,032 ―

20年7月期第3四半期 9,652 10.1 653 △25.0 589 △35.3 324 △51.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年7月期第3四半期 △4,064.69 ―

20年7月期第3四半期 673.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年7月期第3四半期 15,609 9,897 63.4 19,795.99
20年7月期 18,278 12,462 68.2 24,925.81

（参考） 自己資本   21年7月期第3四半期  9,897百万円 20年7月期  12,462百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年7月期 ― 75.00 ― 125.00 200.00
21年7月期 ― 75.00 ―

21年7月期 
（予想）

0.00 75.00

3.  平成21年7月期の連結業績予想（平成20年8月1日～平成21年7月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,548 △48.2 △1,608 ― △1,534 ― △2,695 ― △5,390.00



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基
準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年7月期第3四半期 500,000株 20年7月期  500,000株

② 期末自己株式数 21年7月期第3四半期  5株 20年7月期  0株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年7月期第3四半期 500,000株 20年7月期第3四半期 481,606株



当第３四半期連結累計期間は、米欧の金融システムの動揺が深刻化し世界経済が急速に悪化する中、輸出主導、外需

依存度の高いわが国経済も大幅に悪化いたしました。 

海外経済の悪化や為替の円高を背景に輸出が大きく落ち込んだことから生産の減少幅が拡大し、企業収益に加え家計

の雇用・所得環境も悪化する等経済全体として厳しい状況が続く中、国内民間需要も弱まりました。 

当社グループが属する電子工業界におきましては、最終製品の在庫調整が進んだ影響から生産の大幅な減少が続

き、市場全体の牽引役だった携帯電話機の世界市場もマイナス成長に転ずる等市場環境は一層厳しさを増しておりま

す。 

このような状況のもとで当社グループは、取引先各社への積極的な営業活動を展開し受注の確保に努めるとともに、

材料費低減等の原価改善活動に加え徹底的な経営合理化にも取り組み収益構造の改善を図ってまいりましたが、市場環

境の悪化を補うには至りませんでした。 

この結果当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高 百万円（前年同期比44.6％減）、営業損失 百万円

（前年同期は営業利益 百万円） 、経常損失 百万円（前年同期は経常利益 百万円）、四半期純損失 百万

円（前年同期は四半期純利益 百万円）となりました。 

  

 (1) 資産、負債、純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金が 百万円、有形固定資産が 百万円、繰延税

金資産が 百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比 百万円減少し、 百万円となりました。負

債は、借入金、社債等が増加したものの、仕入債務が 百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比 百万

円減少し 百万円となりました、また、純資産は、四半期純損失の計上及び配当金の支払いなどにより、 百万

円減少の 百万円となりました。この結果、自己資本比率は63.4％となり、前連結会計年度末比4.8％減少しまし

た。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間における現金および現金同等物の残高は 百万円となり、前連結会計年度末と比較し

て 百万円の増加となりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

  当第３四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は、 百万円となりました。これは主に税金

等調整前四半期純損失が 百万円あったものの、売上債権が 百万円減少し、減損損失が 百万円あったこ

とに加え、減価償却費が 百万円あったことによるものであります。 

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

  当第３四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は、 百万円となりました。これは主に固定資

産の取得による支出が 百万円、定期預金の預入払戻による預入超過 百万円があったことによるものでありま

す。 

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

  当第３四半期連結累計期間における財務活動の結果得られた資金は、 百万円となりました。これは主に、長期

借入れによる収入750百万円、社債の発行による収入292百万円があったことによるものであります。 

   

平成21年3月3日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。  

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

5,351 1,022

653 940 589 2,032

324

２．連結財政状態に関する定性的情報

2,516 1,151

365 2,669 15,609

337 104

5,711 2,565

9,897

4,941

1,073

1,669

1,612 2,447 619

849

992

447 533

457

３．連結業績予想に関する定性的情報



  

該当事項はありません。  

  

   

固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産の減価償却費については、当連結会計年度に係る年間の減価償却費の額を期間

按分する方法により算定しております。  

  

  

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用  

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用し、評価基準につ

いては、従来めっき材に係る原材料は低価法、それ以外は原価法を採用しておりましたが、第１四半期連結会

計期間より原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。この結果、従来の方法によ

った場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業損失が 千円増加、経常損失、税金等調整前四半期

純損失が 千円増加しております。また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しておりま

す。 

③連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号 平成18

年５月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。なお、この変

更による損益への影響は軽微であります。 

④リース取引に関する会計基準の適用  

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議

会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになった

ことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によ

っております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

ただし、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前のリース取引で、これらの会計基準等に基づき所

有権移転外ファイナンス・リース取引と判定されたものについては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理を適用しております。 

なお、これによる、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失並び

にセグメント情報に与える影響はありません。  

  

追加情報 

有形固定資産の耐用年数の変更  

当社は、法人税法改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令（平成20年４月30日

財務省令第32号））に伴い、第１四半期連結会計期間より、有形固定資産の減価償却を算出する際の耐用年数

を、改正後の法人税法の耐用年数に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３

四半期連結累計期間の営業損失、経常損失、税金等調整前四半期純損失がそれぞれ 千円増加しておりま

す。また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

15,202

9,734

46,109



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,708,458 4,178,512

受取手形及び売掛金 1,218,742 3,735,087

製品 90,061 119,527

原材料及び貯蔵品 1,213,483 1,330,125

その他 188,386 119,500

貸倒引当金 △8,500 △2,500

流動資産合計 8,410,632 9,480,252

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,762,527 2,162,912

機械装置及び運搬具（純額） 2,060,907 2,599,603

土地 1,826,215 1,962,942

その他（純額） 317,986 393,265

有形固定資産合計 5,967,638 7,118,724

無形固定資産 320,194 251,295

投資その他の資産   

投資有価証券 464,898 554,251

繰延税金資産 － 365,509

その他 515,227 509,261

貸倒引当金 △69,079 △331

投資その他の資産合計 911,046 1,428,690

固定資産合計 7,198,878 8,798,710

資産合計 15,609,511 18,278,962

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 123,766 461,181

短期借入金 1,694,686 1,712,769

1年内返済予定の長期借入金 450,360 300,360

1年内償還予定の社債 277,000 217,000

未払法人税等 8,370 12,964

繰延税金負債 － 405

その他 324,113 485,629

流動負債合計 2,878,296 3,190,310

固定負債   

社債 872,000 849,000

長期借入金 816,550 466,820

退職給付引当金 625,083 613,036

役員退職慰労引当金 453,402 696,892

繰延税金負債 11,928 －

その他 54,356 －

固定負債合計 2,833,320 2,625,749

負債合計 5,711,617 5,816,059



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年７月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 962,200 962,200

資本剰余金 870,620 870,620

利益剰余金 8,029,763 10,160,652

自己株式 △17 －

株主資本合計 9,862,565 11,993,472

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,953 50,178

為替換算調整勘定 37,282 419,252

評価・換算差額等合計 35,328 469,430

純資産合計 9,897,893 12,462,903

負債純資産合計 15,609,511 18,278,962



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年８月１日 
 至 平成21年４月30日) 

売上高 5,351,634

売上原価 5,157,409

売上総利益 194,225

販売費及び一般管理費 1,217,134

営業損失（△） △1,022,909

営業外収益  

受取利息 49,707

受取配当金 1,598

助成金収入 40,927

保険返戻金 32,163

その他 16,386

営業外収益合計 140,782

営業外費用  

支払利息 43,073

その他 15,208

営業外費用合計 58,282

経常損失（△） △940,408

特別損失  

固定資産除却損 15,390

投資有価証券評価損 37,807

減損損失 619,317

特別損失合計 672,516

税金等調整前四半期純損失（△） △1,612,925

法人税、住民税及び事業税 29,191

法人税等調整額 390,228

法人税等合計 419,420

四半期純損失（△） △2,032,345



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年８月１日 
 至 平成21年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △1,612,925

減価償却費 849,646

減損損失 619,317

貸倒引当金の増減額（△は減少） 74,748

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,240

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △243,490

受取利息及び受取配当金 △51,305

支払利息 43,073

為替差損益（△は益） △13,793

投資有価証券評価損益（△は益） 37,807

固定資産除売却損益（△は益） 15,390

売上債権の増減額（△は増加） 2,447,555

たな卸資産の増減額（△は増加） 86,832

仕入債務の増減額（△は減少） △318,623

その他 △290,960

小計 1,655,516

利息及び配当金の受取額 48,556

利息の支払額 △47,546

法人税等の支払額 △36,288

法人税等の還付額 48,788

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,669,026

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △1,476,948

定期預金の払戻による収入 943,196

有形固定資産の取得による支出 △321,840

無形固定資産の取得による支出 △125,606

投資有価証券の取得による支出 △12,423

その他 918

投資活動によるキャッシュ・フロー △992,704

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 750,000

長期借入金の返済による支出 △250,270

社債の発行による収入 292,175

社債の償還による支出 △217,000

リース債務の返済による支出 △18,399

配当金の支払額 △99,469

その他 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー 457,018

現金及び現金同等物に係る換算差額 △59,816

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,073,523

現金及び現金同等物の期首残高 3,868,312

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,941,835



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成20年８月１日 至平成21年４月30日） 

当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項

はありません。   

  

当第３四半期連結累計期間（自平成20年８月１日 至平成21年４月30日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は、次のとおりであります。 

アジア諸国………フィリピン、中国 

３．会計処理方法の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用） 

 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用し、評価基準に

ついては、従来めっき材に係る原材料は低価法、それ以外は原価法を採用しておりましたが、第１四半期連

結会計期間より原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。この結果、従来の方

法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の日本の営業損失は、 千円増加しております。

４．追加情報 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

当社は、法人税法改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令（平成20年４月30

日 財務省令第32号））に伴い、第１四半期連結会計期間より、有形固定資産の減価償却を算出する際の耐

用年数を、改正後の法人税法の耐用年数に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べ

て、当第３四半期連結累計期間の日本の営業損失は、 千円増加しております。 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自平成20年８月１日 至平成21年４月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外に属する国又は地域 

アジア諸国………フィリピン、中国等  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本

（千円） 
アジア諸国
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  3,353,282  1,998,352  5,351,634  －  5,351,634

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 －  －  －    (－)  －

計  3,353,282  1,998,352  5,351,634  (－)  5,351,634

営業利益又は営業損失（△）  △1,000,778  △87,040  △1,087,819 (△64,909)  △1,022,909

15,202

46,109

〔海外売上高〕

  アジア諸国 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  2,117,085  2,117,085

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  5,351,634

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  39.6  39.6



  

 該当事項はありません。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

  

  

科目 

前年同四半期
（平成20年７月期 
第３四半期） 

金額（千円）

Ⅰ 売上高  9,652,318

Ⅱ 売上原価  7,684,213

売上総利益  1,968,104

Ⅲ 販売費及び一般管理費  1,314,409

営業利益  653,695

Ⅳ 営業外収益  96,098

１．受取利息  51,056

２．役員保険満期返戻金  10,477

３．その他  34,564

Ⅴ 営業外費用  159,820

１．支払利息  60,073

２．為替差損  47,116

３．株式交付費  17,535

４．株式上場関連費用  21,673

５．その他  13,421

経常利益  589,972

Ⅵ 特別利益  33,593

Ⅶ 特別損失  151,427

税金等調整前四半期純利益  472,138

法人税、住民税及び事業税  83,977

法人税等調整額  63,798

四半期純利益  324,362



  

（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  
前年同四半期

（平成20年７月期 
第３四半期） 

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

 税金等調整前四半期純利益   472,138

 減価償却費  929,440

 貸倒引当金の増減額 △76

 退職給付引当金の増減額  42,151

 役員賞与引当金の増減額 △43,105

 役員退職慰労引当金の増減額  34,975

 受取利息及び配当金 △53,036

 支払利息  60,073

 株式交付費  17,535

 為替差損益 △8,873

 投資有価証券評価損  39,649

 固定資産売却益 △33,517

 固定資産除却損  32,907

 事故関連費用  75,543

 売上債権の増減額  85,379

 たな卸資産の増減額 △301,344

 仕入債務の増減額 △39,803

 その他  179,488

小計  1,489,526

 利息及び配当金の受取額  55,850

 利息の支払額 △57,840

 事故関連の支払額 △73,415

 法人税等の支払額 △92,228

 法人税等の還付額  21,852

営業活動によるキャッシュ・フロー  1,343,744



  

   

  
前年同四半期

（平成20年７月期 
第３四半期） 

区分 金額（千円）

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

 定期預金の預入による支出 △303,400

 定期預金の払戻による収入  60,680

 有形固定資産の取得による支出 △537,800

 有形固定資産の売却による収入  120,000

 無形固定資産の取得による支出 △97,628

 投資有価証券の取得による支出 △12,647

 その他  2,272

投資活動によるキャッシュ・フロー △768,524

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

 短期借入金の純増減 △1,000,000

 長期借入金の返済による支出 △225,270

 社債の償還による支出 △217,000

 株式の発行による収入  986,864

 配当金の支払額 △114,500

財務活動によるキャッシュ・フロー △569,905

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △255,942

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △250,627

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  4,192,057

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高  3,941,430



前年同四半期（平成20年７月期第３四半期） 

当社グループは貴金属表面処理事業の単一事業であり、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はあ

りません。 

  

前年同四半期（平成20年７月期第３四半期）  

  

前年同四半期（平成20年７月期第３四半期） 

  

（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本

（千円） 
アジア諸国
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                              

 (1）外部顧客に対する売上高  6,092,134  3,560,183  9,652,318  －  9,652,318

 (2）セグメント間の内部売上高 

   又は振替高 
 －  －  －  －  －

 計  6,092,134  3,560,183  9,652,318  －  9,652,318

営業費用  6,023,093  3,094,198  9,117,291  (118,668)  8,998,623

営業利益  69,041  465,985  535,026  (△118,668)  653,695

〔海外売上高〕

  アジア諸国 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  3,703,300  3,703,300

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  9,652,318

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  38.4  38.4
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